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「RNA顆粒の構築と分解」

細胞内のタンパク質と核酸の機能は、それらの一
次配列によって決定されます。しかし、最近の研
究では、生きている細胞内で多くのタンパク質や 
RNA 分子の役割が、その分子が存在する環境の
物理的状態によって影響を受ける可能性があるこ
とが示されています。より具体的には、タンパク
質と RNA 分子が凝縮して、総称して RNA 顆粒
として知られる非膜結合構造を形成することがで
きます。化学的および光遺伝学スキームに基づい
て、私たちのグループは最近、神経変性疾患に関
連するストレス顆粒および病理学的凝縮物を含む
RNA顆粒を構築または分解する 2つの異なる分
子技術を開発しました。このような技術をどのよ
うに設計、開発、実装したかを紹介し、これらの
再定義された細胞内構造体の独自の調査から得ら
れた生物学的洞察を共有します。


